
公表用

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

（参考）　今後の地域の中心となる経営体について

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

・農地中間管理事業に積極的に取り組みながら基盤整備を進める

・協定参加者だけでは検討が困難であり、外部（市町村、都道府県を含む）からの助力を得たい。

・対策に活用可能な補助事業等を紹介してほしい

・鳥獣被害防止対策の実施

　　（備考）

・担い手等が確保できていない
・耕作を継続していきたいが、耕作条件の悪い農地がある
・耕作を継続していきていが、農業所得が低い
・耕作を継続していきたいが、法面や水路、農道等の管理が過重な負担となっている
・鳥獣被害が深刻であり、耕作意欲が減退している
・後継者、そのパートナーがいない

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

集落の農地利用は、集落内の中心経営体のほか、入り作を希望する認定農業者や認定新規就農者の受入れを促進す
ることで対応していく。

○経営体数
　法人　　　　1経営体
　個人　　　 17経営体

・協定内外で担い手を育成、確保

・基盤整備等により耕作条件を改善

・省力化技術の導入や外注化等により労働負担の軽減をはかる

・耕作継続が困難な農用地の林地化

・放牧利用による農用地の管理

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 9.5ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0ｈａ

　④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 16.1ｈａ

　①地区内の耕地面積 27.9ｈａ

　②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 27.9ｈａ

　③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計 14.7ｈａ
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